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第２回「ＥＮＥＯＳ子ども科学教室」を中央技術研究所で実施

記者各位

　当社（社長：西尾　進路）は、中央技術研究所（所長：岡崎　肇、神奈川県横浜市中区）で１月１１日から１３日の３日間、地元

横浜市の小学校高学年の子供たちを招き、「ＥＮＥＯＳ子ども科学教室」を実施しておりますのでお知らせします。

　「ＥＮＥＯＳ子ども科学教室」は当社が社会貢献活動の一環として行ったもので、昨年に引き続き第２回目の実施になります。

　当社が生み出した様々な技術の中から石油全般、潤滑油、構造色※、および燃料電池をテーマに上げ、実験やクイズを織り

交ぜながら当社の若手研究員がわかりやすく説明しました。参加した子供たちからは「潤滑油の仕組み・役割がよく分かった」

「燃料電池で動くおもちゃの模型を実際に動かすことで原理が良く理解できた」などの感想があり、石油そして石油から生まれ

た技術・製品について興味を持ってもらうことができました。

　今後もこのような活動のほか、製油所見学会や修学旅行の会社見学などの社会貢献活動を通し、子供たちとの交流と地域と

の共生に努めてまいります。

※構造色とは、光の干渉を利用した発色方法です。コガネムシの羽など自然界にも多く見られ，環境負荷の少ない着色法として注目されています。構

造色を作る技術は携帯電話の液晶ディスプレイなどに応用されています。

記

１．実施日　２００６年１月１１日（水）～１３日（金）

２．場　所 新日本石油株式会社中央技術研究所

３．対　象 横浜市立本牧小学校５年生

４．内　容 （１）石油についての説明と石油サンプルの紹介
 

（２）潤滑油についての説明と摩擦を減少させる実験
 

（３）構造色についての説明と構造色を作る実験
 

（４）燃料電池の説明と燃料電池で動くおもちゃの模型を使った実験

 

子供たちに分かりやすく説明する当社若手研究員

以上

中央技術研究所の概要

１．設立 ：１９４１年（昭和１６年）

２．所在地 ：〒231-0815　神奈川県横浜市中区千鳥町８番地

３．所長 ：岡崎　肇

４．敷地面積：７３，４６１m2

５．事業概要

（１）燃料油・潤滑油の品質向上のための研究
 

（２）多種多様な新素材の研究（炭素繊維・調光ガラス・液晶フィルム）



６．現状研究領域

（１）石油研究
 

石油精製、燃料油、潤滑油、燃料電池
 

（２）高機能材料研究 
 

ＬＣフィルム、炭素繊維複合材料、調光ガラス、バイオプロセス
 

（３）分析技術開発

７．活動基本方針

（１）環境・将来品質に対応した技術開発・商品開発を推進し、石油本業の競争力強化に貢献すること
 

（２）エネルギーの多様化に応える技術開発を推進し、新エネルギービジネスの創造に貢献すること
 

（３）パートナー部門との連携、外部機関の有効活用により、新規分野の事業化・事業拡大に貢献すること


